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ＴＥＬ：０７３－４４１－２２７１  

 

～防災活動ひろば～ 

今回は、事務局が昭和の南海地震の体験者にインタビューを行い、体験談としてとりまと

めましたので紹介します。過去に地震や津波を実際に体験された貴重な体験談です。 

 

印南町印南在住 塩路 武男 さん（７７歳）の

昭和の南海地震体験談を紹介します。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

地震が来たときの状況 

昭和７年生まれなので、当時私は１４歳ぐらい

だった。 

昭和２１年１２月２１日午前４時１９分に地

震があった。長い間揺れていた。 

普段物静かな父が、地震の揺れが収まったあと、

すごい気迫で「くるぞ！」と家族に声をかけた。

その時は、いったい何が来るのかは分からなかっ

たが、父の指示により父と私で６畳間と８畳間の

畳を急いで上げ、そこにお酒の箱を置いて、その

上に外した畳を積んだ。さらにたんすの引き出し

を抜いて、その畳の上に引き出しを積んだ。浸水

により畳やタンスの引き出しの中身がぬれない

ようにするためだと後で分かった。その後に小さ

い子も連れて家族みんなで山に逃げた。地震の揺

れの後、その一連の行動を父と一緒に行ったとい

うことは、津波が来るまで１０分ぐらいあったか

もしれない。戦後間もなくだったということもあ

り、非常時持ち出し用のリュックサックは用意し

ていたので、それを持って逃げた。 

津波の時は、浜の方から人間の声とは思えない

“ぎゃー”という声（多分「津波が来るぞー」と

いう人間の声だったかもしれない）が聞こえてい

た。 

 現在は、盛土をして堤防のようになっている国

道４２号線が、海と集落の間にあるが、当時は国

道４２号線がなく海岸沿いは砂浜だったので、津

波は遮られることなく港から直接襲ってきた。 

私の住んでいる地域には、津波は海と印南川の

両方から襲ってきた。津波は普通の波とは違う。

最初は水が押し寄せて来るばっかりだから足を

とられる。逃げ遅れて亡くなった人が多い。逆に

引くときは水が引くばっかりだ。 

港には木とか砂利を運ぶ大きな船が停泊して

いたが、津波で印南川に流され八幡橋を超えて田

んぼに運ばれた。病院の前に１隻、駅の前に１隻、

 

 
（待ったなし！防災 事前ミーティングの状況）

 
（塩路 武男さん）  

 
（印南川）  
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当時の役場の前に１隻と合計３隻が流されてい

た。八幡橋の欄干が壊れていなかったので、船は

その欄干の上を越えて流されていったのだろう。

（取材者：現地を見たが、まさかこの橋の上を大き

な船が流されていったとは・・・。津波のすごさを

感じた） 

地震が１２月の朝４時で暗かったので、山に避

難して山の上でたき火していた。まっくらで見え

なかったが、田んぼに落ちる大量の水の音と、津

波で流された船が家を壊すガリガリという音が

闇の中に響き渡っていた。 

明るくなって、印南湾を見たら津波で流された

家財道具がいっぱい浮かんでいて海の水が見え

ないぐらいだった。しかし夕方にはその家財道具

は印南湾の外に流されていた。 

地震による被害 

宝永の地震の際に、この辺りでは１７５人［注 

印南１７５人、切目２１人］亡くなった。 

安政の地震は最初にゆれた後３２時間後に同

じぐらい揺れた。［安政東海地震、安政南海地震］

最初の揺れの際は津波が来なかった。２回目の揺

れの際は津波が来たが１人も死ななかった。印定

寺には宝永の地震で亡くなった１６２人の合同

位牌もあり、地震や津波の過去の被害のことが伝

わっていたことが被害を小さくしたのだ。 

昭和の南海地震の際は１７人亡くなった。昭和

の南海地震で亡くなっている１７人は、お年寄り

と子供が多い。昔との違いは、家の混み合い具合

などが問題で、避難に支障が出たのかもしれない。 

過去の地震による教訓 

地震の揺れが収まった際のおやじの気迫のこ

もった一言「来るぞ！」が大変重要だった。緊急

時には周りを引っ張っていくリーダーシップが

必要である。 

私が、子供の頃に教えられたのは、地震の際は

津波が来るので、家に帰ってこないで高いところ

に逃げろということだった。 

津波から逃げるうえで大事なことは、逃げる

タイミングを間違わないこと。津波がきたときは

道が怖い。中途半端に逃げ始めると津波に足をと

られて流されてしまう。逃げるタイミングを逸し

たら無理に逃げないで家に飛び込んででも２階

にあがった方がいい。大事なことは、逃げ遅れた

ら無理して逃げないこと。 

当時は足が水につからないで逃げてきた人も

いたが、ずぶぬれになって山にきた人もいる。あ

る人は背中に背負っている子供は助かったが、手

を引いていた小学６年生の子供は亡くなった。他

にも逃げている途中で小学生ぐらいの子が亡く

なっている。 

津波による我が家への影響については、津波に

よる浸水で家の中に水が増えてきて、津波が引い

たら家の中から水が引いただけで、破壊されてた

ということはなかった。ただし、川のそばの家は、

津波で流された大きな船により破壊されたため

津波が家の中まで入り込み壊されたようだ。 

多くの死者がでた宝永の地震から約１５０年

後に発生した安政の地震では死者がゼロだった。

１５０年の時間が経過しているが、地域ではその

間に親から子供へその体験が語り継がれていた

ことが被害を小さくしている。 

１４年前の阪神大震災でも忘れかけられてい

るというが、南海地震も語り継いでいかないとい

けない。若い人は聞きたくないというかもしれな

いけど、年寄りの役目は過去の体験した災害のこ

とを伝えることだ。今は昔の人の話を聞く機会が

ない。地区などで話してあげるのが親切だと思う。 

最後に 

災害は町で守ってくれるのではない。自分（家

族）で命を守るんだという意識が必要。 

特に家庭ではリーダーたる家長がうろたえて

いてはいけない。今でも親父の“くるぞ”という

一言は忘れられない。

 
（印南川にかかる八幡橋）

［この橋の欄干上を津波により大きな船が流された］ 
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（体験型の防災訓練の様子）

 
（地区防災マップ）

（わが家の防災手帳）

トピックス 防災・きのくに東西南北 

和歌浦地区防災会の活動について 

（ 和 歌 山 市 ）   

和歌浦地区にて自主防災組織が積極的に活動されて

いる事例をご紹介します。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

 

和歌浦地区は、和歌浦湾に面しており、地区内

には和歌川、津屋川、市町川の３河川があり、埋

立地も多く、地震が発生すると地形的に非常に弱

さを暴露する地域であります。また、古くからの

町であり古い建物も多く、６５歳以上の高齢化率

も高く、災害時要援護者の多い地域であります。

それだけに大きな地震が起こると、津波・液状化・

火災等が予想され避難にも課題があります。 

 そこで、災害から地域住民の生命と財産を守る

ため、「自分たちの町は、自分たちで守る。」とい

う意識の下、和歌浦地区防災会を平成１７年２月

に再整備し、地域に密着した防災活動の展開を目

標に掲げました。 

 災害は必ずやってきますが、少しでも被害を少

なくするため、私たちが今出来ることから行って

います。まず、「わが家の防災手帳」を全家庭に配

布し、「防災ア

ンケート調査」

も全家庭を対

象に実施しま

した。また、啓

発として定期

的に広報誌「防

災わかうら」を

全家庭に配布しています。 

昨年度は、わが町の防災点検アンケートに全２

４自治会が参加し、「地区別診断項目」として、災

害時に心配な場所・津波避難に役立つ場所・避難

に有効な場所など地域の特性や町の災害危険箇所

をみんなで考え、「地区防災マップ」を作成し、全

家庭に配布いたしました。 

 今、私たちの町でも、つながり力が希薄になっ

てきています。安全安心な町として、あるべき町

の姿として、この事が大きな課題だと考えていま

す。防災活動をてこに、「安心安全な町を創る」た

めには、お互いの助け合い活動、地域コミュニテ

ィのある地域づくりが欠かせません。 

 今年度は、地域のつながり力を高めるため、子

供を主体とした体験型の防災訓練を、各種団体等

の協力を得て行い、放水訓練、消火器使用体験、

防災資機材使用体験、起震車による地震体験、救

命ボート乗船体験等を実施しました。計画を大き

く上回る４００人の方が参加されました。この防

災訓練に対するアンケートの評価も良く、これら

の体験を通じて、家庭の防災会議につながり、防

災意識が高まり、地域の助け合い活動等に少しで

も役立てればと考えています。 

 まだまだ課題は沢山ありますが、一歩一歩前

進していくよう継続する事が大切だと考えてい

ます。 

 

原 稿 提 供 :  和歌浦地区防災会事務局長 唐門 武 様 
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ＦＭビーチステーションにおける防災活動 

「待ったなし！防災」 

（ 白 浜 町 ）   

 

平成１９年８月号の会報誌にもご紹介させていただ

いたところですが、この度、さらに新しい取り組みを

始められたということで、収録に同行取材させていた

だきましたので、ご紹介します。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

１．番組紹介 

 平成１９年５月から白浜町のコミュニティＦＭ

放送局「白浜ビーチステーション」にて放送が始

まったこの番組は、各期間でテーマが変わり、パ

ート１は「トイレが大変！」、今年の４月まではパ

ート２として「避難所が大変！」、そして、現在は

パート３として「自主防災活動 大変だけどやって

みよう！」と番組を続けている、工夫をこらした

新しいスタイルの番組です。 

 今回はそのパート３の収録として、スタジオを

飛び出し、昭和の南海地震の際に津波で大きな被

害を受けた綱不知（つなしらず）地区を歩きなが

ら収録し、地元の方にインタビューを行うという

方法をとりました。 

 今回の収録に出演しているのは、パーソナリテ

ィの岡本幸子さん。「紀の国防災人づくり塾」の終

了後、防災士の資格を取得し、和歌山大学防災研

究教育プロジェクトのサポートを受けながら地域

で活動している、わかやまウィメンズワッチタワ

ーの市場美佐子さん、三和田真由美さん、幾島浩

恵さん。白浜町中区の区長、坂上喜夫さん。そし

てこの番組の企画・監修を担当している和歌山大

学防災研究教育プロジェクト 今西 武客員准教授

の計５名にて収録を行いました。 

２．今回収録を行う地域 

まず、最初に白浜町綱不知地区について説明し

ましょう。ここはすぐ目の前が湾になっており、

波が大変穏やかなため、船を係留しておく綱も必

要ない程だというのがこの地名の由来だそうです。

そのように穏やかな湾ですが、過去の南海地震に

よる津波やチリ津波の際には大きな被害を受けて

きた歴史があります。 

昭和の南海地震では、地震から約１０分ぐらい

で津波が押し寄せたといわれ、ほぼ全戸床上浸水

し、１４名の尊い命が失われたということです。 

東南海・南海地震では１００年から１５０年間

隔で大きな地震と津波が起こっていることは歴史

的に見て明らかであり、昭和の南海地震から６２

年以上が経過し、次の地震の発生時期が迫り、災

害の記憶が薄れてきている近年、このような過去

の災害を取材して放送する取り組みは重要なこと

だといえます。 

３．現地での活動 

収録は、地域の避難

所となっている白浜

第一小学校からスタ

ートしました。昭和の

南海地震の際はここ

で炊き出しや食料の配給があったそうです。そこ

から御幸通りを桟橋まで歩きました。桟橋には大

きな船や漁船が係留されており、本当に静かな湾

内で、津波がく

る こ と を な か

な か イ メ ー ジ

す る こ と は で

きません。当時

に 襲 っ て き た

津 波 の 高 さ は

４ ｍ 程 度 だ っ

待ったなし！防災 

白浜ビーチステーション 

（聴取エリア 白浜町周辺）

放送日   ( ＦＭ76.4MHZ ) 

毎週月曜日 16:30～17:00 

（白浜第一小学校にて収録の様子） 

（桟橋から湾を望む）

 
（白浜第一小学校）
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（綱の地蔵さんのお堂敷地内の供養塔） 

たそうです。地域には綱の地蔵さんとよばれるお

堂があり、敷地の一角に「大津波犠牲者供養塔」

があります。その供養塔の裏側には２つの水位が

刻まれています。地上２ｍぐらいのところには「昭

和２１年１２月２１日 南海地震津波水位」、地上

２０ｃｍぐらいのところには「昭和３５年５月２

４日 チリ津波水位」と刻まれています。津波の高

さが何ｍとか言われるよりも、実際に災害が記録

された供養塔をみると、普段のきれいな街では想

像もつかない、災害の痕跡に衝撃を受けます。 

インタビューした綱町内会防災会

長の正木 克之介さんが、綱地蔵の

お堂の中を案内してくれました。お

堂の中には「東白浜地区災害記録」

が額に入れられて壁に飾ってあり、

その中には宝永・安政・昭和の南海

地震とチリ津波の際の被害につい

ての記録が書かれていました。これは地域の人々

の命を守るため先人たちが教訓として残している

ものだそうです。親から子供、そして孫へと代々

伝えていく途中で細かいことなどが忘れてしまう。

書で確実に残すためにこのような形にしたのだろ

うと、おっしゃっていました。 

 防災活動などのサポートや、相談がある場合は、

和歌山大学防災研究教育プロジェクトで相談にの

ることが可能とのことです。 

(和歌山大学防災研究教育プロジェクト ０７３-４５７-７５５８) 

 

昭和の南海地震体験談（白浜町）  

収録では、ちょうど地元の住民の方にも昭和の

南海地震の際の体験談を聞くことができました。

大変参考となる話なので、ここではそれを紹介さ

せていただきます。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

綱不知地区では、地震から約１０分前後で津波

が襲って来たと思う。１階屋根瓦が３枚浸水する

ほどの津波の高さがあり、近くの高台まで逃げた。 

１２月の夜明け前だったので、高台に避難した後

も寒くて、たき火をして体を温めた。たき火のた

め、木の枝を折って持って行くのに忙しかった記

憶がある。 

不幸にも亡くなった方の中には子供も何人かお

られたと思う。（注 資料によると亡くなられた１４

人の内、子供は５人、５０歳以上の方は６人だった）

その中には他の地域から来た地域に慣れていない

人もいた。津波は平地ならば滝みたいに来るのが

早い。ここに住んでいたら逃げる道が分かるが、

夜明け前の暗い中、道をよく知らない人が１人で

は逃げられない。電柱にしがみついたが、耐えら

れずに流された人もいた。着の身着のままで高台

に逃げたのでとても寒かった。 

津波では海水だけでなく、材木・小舟が一緒に

流されていて、

水 が １ 日 中 押

し た り 引 い た

りしていた。材

木 な ど が 流 れ

て 家 が つ ぶ れ

る 音 が し て い

た。昔の家は基

礎 に 乗 せ て い

ただけだったので流れてしまった。 

地震の後は余震があり、余震があるたびに怖く

てぐっすり眠ることができなかった。 

高台に避難していたときに困ったことは、とに

かく水に不自由したことを記憶している。食べ物

については津波で浸水しなかった人たちが炊き出

しをしてくれたようで、お腹がすいたという記憶

はない。ともかく着の身着のままで寒かったこと

をよく覚えている。 

チリの津波でも、この地域は被害にあったので、

私は２回も津波を経験している。 

おじいさんから安政の南海地震の話を聞いてい

たので、地震がきたら津波が来ることは頭に刻み

込まれていた。自分の子供にも体験談を話してい

る。         原 稿 :  和歌山県総合防災課

 
（津波水位が刻まれた供養塔裏側） 

この辺りは１階の屋根ぐらいまで津波

により浸水したそうです。 

（綱の地蔵さんのお堂周辺）
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（例会の様子）

 

橋本防災士の会の活 動  

（ 橋 本 市 ）   

橋本地域の防災力向上にむけて地域で積極的に活

動している事例をご紹介します。 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

１．設立経緯 
  私たちの防災ボランティア団体のメンバー

は、「紀の国防災人づくり塾」を終了された防

災士の方ならびに既に防災士として活動され

て居られた方で会の趣旨にご賛同頂けた橋本

地域の有志１８名により平成１９年８月に

“橋本防災士の会”を立ち上げることができ

ました。 
２．目的と研鑽 

その目的は、自分達が学んだことを地域住民

の方々に、微力ながらも少しでも防災に対す

るノウハウをお役に立てればと思い、活動し

ています。 
  活動は、会員個々のパワーをより効果的に発

揮するには、相互協力や情報を共有し合いな

がら、偶数月の第二日曜日の午後を基本にし

て、市役所の会議室を借りて、勉強会などを

重ねて研鑽に努めています。 
３．活動内容 
  ２１年度の活動内容は、研修会を軸にして、

橋本市役所（市民安全課）・消防本部・消防団・

社会福祉協議会・自治会・既存の防災会との

連携や協働を図りながら、各地区の自主防災

会の立ち上げ支援、高齢者･一人暮らしの  

方への家具転倒防止の協力、行政が行う啓発

活動の協力、子ども達への防災教室の設置や

会員によるサバイバル訓練及び危険箇所など

の発見と行政への協力等を事業計画としてお

ります。 
  会員は、多才な職業・経験豊富な方で構成さ

れており、みんなで補完しあっています。 
４．会員の募集 
  これからも当会が防災ネットワークを強固

にするために、会員の募集を行っていますの

で、「紀の国防災人づくり塾」を終了された方

や防災士・防災関係に携わった方の参加をお

待ちしております。ご指導下さい。 
  あくまでもボランティア活動の一端です。

       

 

原稿提供：橋本防災士の会 会長 篠原淳夫 様 

℡；０７３６－３６－０６２９ 
  メール a-shino8752@hera.eonet.ne.jp 

 

 

（普通救命講習会の様子）

 

 
（普通救命講習会の様子）



きのくに自主防災 

7 

「紀の国防災人づくり塾」受講者を募集しています！ 

 地域の自主防災組織や企業等の組織などで、防災の中心的な担い手となる地域防災リーダーを育成

するため、防災に関する知識、技術を学ぶ講座を開設します。 

自主防災組織で活動されている方、企業等の組織で防災に携わる方、これから地域で活動したいと

考えている方、これからリーダーになろうと考えている方など、ぜひご応募ください。 

 なお、本講座修了者には、「ＮＰＯ法人日本防災士機構」が実施する「防災士資格取得試験」の受験

資格が付与されますので、ぜひ防災士資格取得試験の受験についてもお考え下さい。 

（１）開催日時・場所 

会場 開催場所 開催日 時間 備考 

橋本会場 橋本市 

教育文化会館 

８/２３、 ９/１３

１０/４ 、１１/１５

１２/６ 

１０時 

～ 

１６時前後 

 

日によって終了時間

が多少前後します 

御坊市 

中央公民会館 

８/２３、１２/６ 

 

御坊会場 

御坊市役所 

 

９/２７、１０/２５

１１/１５ 

１０時 

～ 

１６時前後 

日によって終了時間

が多少前後します 

※全て日曜日開催。 

※講座最終日の閉会式終了後に防災士資格取得試験があります。（受験希望者のみ） 

 

（２）受講者の募集 

 ・募 集 期 間  平成２１年７月６日（月）～平成２１年７月２４日（金） 

 ・募 集 対 象  和歌山県内に在住、在勤、在学の 16 歳以上で全講座出席可能な方 

 ・受 講 料  無料（但し、防災士資格取得試験用の教本購入費\2,000 別途必要） 

 ・募 集 人 員  各会場７０名。応募者多数の場合は、申し込み先着順とします。 

・申 込 方 法  受講申込書に必要事項を記入し、郵送、ＦＡＸ又は e-mail で和歌山県危機管

理局総合防災課まで申し込みをしてください。 

          また、個人情報については、適正に取り扱い本来の目的以外には使用しません。 

・受 講 決 定  申込者あて当課より連絡します。 

・申 込 先  〒640-8585 和歌山市小松原通１－１ 和歌山県危機管理局総合防災課  

FAX 073-422-7652 e-mail e0114001@pref.wakayama.lg.jp 

・問い合わせ先  和歌山県危機管理局総合防災課防災企画班  TEL  073-441-2271 

 ・受講申込書や募集案内について 

          募集案内（受講申込書）や講座内容等については、市町村、各振興局、県庁総

合防災課に置いています。 

          なお、県庁総合防災課ホームページにも掲載しておりますのでご利用下さい。 

（３）その他留意事項 

防災士の資格取得に要する経費（資格取得希望者のみ各自負担） 

・平成２１年度防災士教本購入費     2,000 円 

・平成２１年度防災士資格取得試験受験料 3,000 円 

・平成２１年度防災士認証料       5,000 円 

なお、防災士になるためには、「防災士資格取得試験」に合格し、消防署等で実施する普通救命講習（３

時間）を履修することの要件を満たしたうえで、日本防災士機構に認証手続を行います。詳しくは、講義

初日に説明を行います。 
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～事務局より～ ［和歌山県危機管理局総合防災課］ 

平成２１年度和歌山県防災気象講演会を開催します！ 
地球温暖化等の影響により、近年、局地的な豪雨などによる被害の頻度が増えています。そこで、和

歌山県と和歌山地方気象台では、実際に豪雨を体験した方や気象の専門家を招き、風水害対策について

の理解を深めていただくことを目的とした標記講演会を開催いたします。 

夏休み期間中なので、学生の方もどんどん参加してください！ 

○開催日時   平成２１年８月６日（木）１３：３０～１６：３０ 

○会  場   和歌山県民文化会館 小ホール 

○対  象   一般及び中高生の方々、防災関係者   ○参 加 費   無 料  

○定  員   ４００名 （定員になり次第締め切らせていただきます） 

  ○申込方法   事前の申込が必要です。案内、申込書は総合防災課・振興局・市町村に置いて

おります。ホームページにも掲載していますのでご利用ください。 

秋にも、みなべ町にて講演会を行う予定ですので、興味がある方は是非参加してください！ 

活動事例募集中！（地震・津波・洪水等の過去の災害の体験談も募集しています！）
地域で防災活動に取り組まれている皆様の活動事例を本会報誌で紹介していきたいと考えています。ま

た、昭和の南海地震などの体験談も語り継いでいきたいと考えています。つきましては、活動事例等をご紹

介いただける方がございましたらメール、ＦＡＸ、郵送にて下記までご送付願います。 

なお、紙面の都合により、ご提供いただいた方すべての原稿を掲載できない場合や原稿を修正させていた

だく場合もございますが予めご了承ください。字数等については、８００～１２００字程度でご検討いただ

ければ幸いです。また、活動の写真もご提供いただけましたら、原稿とともに掲載したいと考えています。

記 

１ 提出先  和歌山県自主防災組織情報連絡会 事務局（和歌山県危機管理局総合防災課内） 

２ 提出方法 E-mail：e0114001@pref.wakayama.lg.jp   ＦＡＸ：０７３－４２２－７６５２

郵 送：〒640-8585 和歌山市小松原通 1-1 和歌山県庁危機管理局総合防災課 行き 

＊活動事例を会報誌に掲載させていただく場合に、県総合防災課からご連絡させていただく場合もご

ざいますので、住所、氏名、電話番号を必ずご記入のうえ、原稿をご提供いただきますようお願いし

ます。 

【お問い合わせ先】 和歌山県危機管理局総合防災課 防災企画班ＴＥＬ：０７３－４４１－２２７１ 

この会報誌は和歌山県ホームページにも掲載されています。（カラー版） 

URL : http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/011400/bousai/jisyubou/jisyubou.html 

災害に備えて、防災わかやまメール配信サービスに登録しよう！ 


